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共通 教 育科 目の情報 リテ ラ シー入 門 は

HITsとMoodleの 両方 を利用 した演習 を行

っ てい る。HITsを 利用 して講義 時間 中に

タイ ピング ・Word・Excelの 実習 を行 い,

Moodleを 利 用 して情報倫理 やネ ッ トワー

クな どに関 して 自習 をさせてい る。そ して,

自習で はあるが 「ネ ッ トワー クアクセスの

基礎」の修了テス トに合格す るこ とが単位

取得の条件 としてい る。 したがって,本 科

目の受講 生 は二 つ の システ ム を利 用 して

学習 を進 めるこ とにな る。 しか し,Moodle

を利 用 した学習 は 自習形 式 のた め学期 末

が近 づ い て も上 記修 了テ ス トに合 格 して

い ない学生が多数いた1。 そ こで,HITsの

成績 確認 画 面 にMoodleの 修 了テ ス トの

合否 を表示で きるよ うに した。本稿で はそ

の概要 を説 明す る。

Moodleで は成 績 な どの デ ー タ管 理 に

MySQLを 使用 してい る。そこで,HITsか ら

成績参照 を行 えるよ うに した。その手順 は

次の よ うになる。

1.Moodleが 利用 しているMySQLサ ーバ

へ のアクセ ス権 限を設定す る。

2.設 定 されたIDな どを使いデー タベー

スにアクセ スす る。

3.SQL命 令 に よ り目的の成 績デ ー タ を

取 り出す。 その際に問題 のIDが 必要

で ある(ネ ッ トワー クア クセスの基礎

は57と なってい る)。

この よ うに してHITsの 成績確認 画面か

らネ ッ トワー クア クセ スの基礎 の成 績 を

参 照 す る プ ロ グ ラ ム を 作 成 し,学 生 が

Moodleに アクセ ス しな くて もその成績 が

わか るよ うになった。その成績確認 の画面

を図1に 示す。

これ によ り,受 講生 はネ ッ トワー クア ク

セ ス の 基 礎 に 合 格 して い るか ど うか を

Moodleに ログイ ンす るこ とな く確認 で き

るよ うになった。それ に加 えて,講 義時間

中で はMoodleに ア クセ ス してい る学 生

が少なかったので,教 員が学生の合格状況

を把握 しやす くな るとい う利 点 もあった。

も しこの成績 確認 がな かっ たな ら単位 取

得 条 件 を満 たせ ない 学生 が多数 いた か も

しれ ない こ とを考 え る と有効 だ った とい

える。
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図1:成 績 確 認 画 面

1授 業では初回 しか説明 していないため,単 位取得条件になってい ることを忘れていた

り,合 格 しているつも りでいたようである。
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